
Ass酒店販売管理（開始）

導入時操作説明書
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導入時手順

得意先、商品、仕入先マスタ

受払マスタ　の登録

商品在庫登録（棚卸）

通常売上（納品書）、仕入データ登録

練習データクリア
メニュー　システム　練習データクリアで以下の画面が開きます。

　　テスト動作確認が完了した場合　データクリア（Ｆ２）　マスタ、明細データ全てを

　　

　　実行し　全てクリアします
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酒税、受払、商品マスタ
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酒税　－　受払　－　商品の関係

酒税マスタは登録済みです。

　酒類の販売数量等報告書の番号と同じになります。

酒類マスタ

受払マスタ

同じ酒税で　同じ容量別に　受払マスタを登録してください。

　　　ここに酒税コードを登録してください。（未登録だと集計しません）

Ａ

Ｂ
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商品マスタ

ここに、受払コードを登録してください。

未登録だと集計されません。

Ａ

Ｂ
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得意先マスタメンテ

締日　　　 ２０、２５、３１（９９）　など、得意先の締日を登録

税適用区分 １＝請求時一括　２＝伝票毎　３＝なし　４＝内税一括　５＝内税伝票毎

全て税込み（税計算無しにするのなら　３　で登録）

３で登録する場合　商品マスタ、契約単価の単価も税込で登録してください

税端数区分 １＝切り捨て　２＝四捨五入　３＝切り上げ

金額端数区分 １＝切り捨て　２＝四捨五入　３＝切り上げ

現金売り区分 １＝掛売　２＝現金売　（現金売は入金の処理の必要がありません）

請求残開始日 請求開始残の集計開始日を入力

請求開始残 請求開始残を入力　 　

　　　　　　　　この部分は操作説明書をみてください。

請求残開始日とは、　締日の翌日になります。

　月末締めで　2014/07/31　の請求額が　50000円とすると

請求残開始日 2017/08/01

請求開始残 50000        と登録します。

　　　　　　　　これは、１度登録すると、あとは登録する必要ありません。



仕入先マスタメンテ

締日　　　 ２０、２５、３１（９９）　など、仕入先の締日を登録

税適用区分 １＝請求時一括　２＝伝票毎　３＝なし　４＝内税一括　５＝内税伝票毎

税端数区分 １＝切り捨て　２＝四捨五入　３＝切り上げ

金額端数区分 １＝切り捨て　２＝四捨五入　３＝切り上げ

支払残開始日 請求開始残の集計開始日を入力

支払開始残 請求開始残を入力　 　

　　　　　　　　この部分は操作説明書をみてください。

支払残開始日とは、　締日の翌日になります。

　月末締めで　2014/07/20　の支払残が　50000円とすると

支払残開始日 2017/07/21

支払開始残 50000        と登録します。

　　　　　　　　これは、１度登録すると、あとは登録する必要ありません。

-7-



-8-

得意先、仕入先の残を一括修正も可能
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商品マスタメンテ

得意先マスタで　税適用区分＝３　（無し）で運用されるのなら　ここは

税込単価で登録してください。　　ここの　税込単価は　内税処理（税適用区分　４か５で使用

　しますので、税適用区分＝３　（無し）で運用されるのなら　ここは使用しません。

在庫開始日　開始在庫数　は必須となります。

　マスタ登録時は在庫数はわからないと思いますので、棚卸で一括で在庫数を登録できます。

受払コードを　必ず登録してください。　これを登録しない　酒税の集計されません。
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棚卸　（業務開始時の現在の在庫登録）

在庫数を登録するのは　商品マスタメンテで　１件１件登録しても可能ですが、

新規で業務を開始する場合、棚卸を実行するほうが　早く便利です。

まず、在庫有りの商品登録を完了させてください。　

棚卸を実行するための処理

①　月次処理　棚卸日セットを開きます。

　　棚卸日を登録

②　月次処理　棚卸準備表印刷

　　

③　実在庫を調べて　棚卸準備表に記入します
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④　月次処理　棚卸入力処理を選択

　　これで実在庫数が登録されます。

　　

⑤　更新処理　棚卸更新処理を選択

　　実行で　商品マスタの在庫開始日　開始在庫が登録されます。

　　


